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6Gへの期待

6 Gは既に2018年頃から関係者間での議論が開始されてお

り、先端企業では今まさに要素技術の研究が進められてい

ます。

　6 Gは、5Gで目指す高速大容量・多数同時接続・超低遅

延の3つの観点で10倍の性能を目指すとともに、無線通信

の接続可能領域を空・海洋・宇宙にまで広げる「超カバレッジ

拡張 」、増え続けるデータを処理するために増加する電力消費

量の大幅な削減のための「超低消費電力化」、幅広いユース

ケースにおける品質保証やセキュリティ、プライバシー確保を

高度化する「超高信頼 」、AIなどの技術を活かして機器が相

互に自律的に連携することでニーズに合わせた最適なネットワー

クを構築する「自律性」を新たに技術目標に加え、5Gをさら

に発展させることにより、通信基盤を超えて社会システムの基

盤としての役割を担おうとしています。5Gでは有線・無線の通

信区間の技術革新に取り組んできましたが、6 Gでは対象領

域を広げ、端末・センサからの情報がネットワーク上で処理

され制御に至るまでの、エンド・ツー・エンドで求められる性

能を満たすことを目標としています。例えば、遅延時間の短

縮もその一つです。センサやカメラが工場内の目となりデー

タを取得し、取得されたデータがネットワーク上のコンピュー

タで処理され工場の機器に応答する場合、データ取得から

機器への応答までの通信全体の遅延時間を短縮することが
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■ 3GPP規格における5Gから6 Gへの移行イメージ
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＊出所：一般公開情報を参考に当社作成
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事業領域

アンリツは創業以来、情報通信の未来を切り開くイノベーショ

ンを起こし、オリジナルでハイレベルな製品を社会に送り出す

ことで、通信技術の進化に貢献してきました。通信計測事業

は通信ネットワークインフラの中核となる通信設備・機器の品

質保証に不可欠な測定器群およびシステムを世界中のお客さ

まに提供しています。
● �スマートフォンに代表されるモバイル通信市場で、チップセッ

ト開発、デバイス開発、国際規格適合試験、製造検査に至

る全フェーズ用のテストソリューションを提供。
● �IoT化する自動車、家電および産業用設備に搭載される通

信モジュールのコネクティビティ品質の評価や保証に必要

通信計測事業
アンリツが描く「はかる」未来

▪ �新型コロナウイルスの変異株による活動制限と5 Gサー
ビスの展開の遅れ

▪ �貿易と地政を巡る緊張の増大と大国間の対立による
事業活動の制限

▪ �特定顧客の盛衰

▪ �有線・無線通信を網羅する計測技術と多種多様なソリューション
▪ �グローバルな開発・販売・サポートネットワーク
▪ �業界をリードするお客さまやパートナーとの協業領域の広さ

▪ �5 G/IoT 利活用市場の深耕が途上
▪ �通信市場への依存度の高さ

▪ �5 Gのサービス拡大にともなう開発・製造・建設保守向け 
設備需要の増加

▪ �会議、娯楽、購買、各種制御のDX化による 
ネットワーク高速化・大容量化

▪ �高速化・低遅延を活かした非通信産業分野での 
5 G活用の促進（ローカル5 G、 IoT）

S W

O T

強み 弱み

機会 脅威

SWOT分析

な測定器およびシステムを開発用、製造検査用に提供。
● �データセンターからインターネットを介して高精細な映像や

画像を高速で提供するために使用されるネットワークデバイ

スの性能評価および製造検査用の測定器を提供。
● �モバイルネットワークを構成する基地局をはじめとする各種

通信装置・機器の製造や建設保守用の測定器を有線・無線

の領域にわたって幅広く提供。
● �通信事業者のネットワーク稼働状況を可視化し、障害分析

や容量拡充といったネットワークオペレーションの向上に貢

献するモニタリングソリューションを提供。

取締役　常務執行役員
通信計測カンパニープレジデント

島　岳史

5Gの最先端技術で	
通信ネットワークの高度化を実現し、	
社会基盤の拡充に貢献
～5Gが目指す新しい社会に向けた取り組みを加速～
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IoT/Automotive

5G-Advanced

5G Development

5G Manufacturing

LTE-Advanced Pro

LTE-Advanced

400GE　→　800GE　→　オール光化
・データセンターの高速化、大容量化

・5G (Sub6GHz) 製造市場
・5G (ミリ波) 製造市場

・5G Rel.15 開発投資 ・5G Rel.16 開発投資 ・5G Reｌ.17 開発投資

・5G Rel.18 開発投資
・ローカル5G

・V2X
・NR-Light

・自動運転
・・・・・

Mobile Market

Wireline Market

5G Utilization
Market
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CY2023CY2022CY2020 CY2021
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FY2020 実績

748億円
営業利益率：24%

FY2021

FY2023

820 億円
営業利益率：23%

1,000 億円
営業利益率：23%

5G,5G-Advanced

Data CenterData Center

5G利活用

その他
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5G New RAT 100G/400G 40G/100G
Data Center

Internet

AOC

PCI-E

SDH/WDM

OTN

Ethernet
SDN/NFV

C-RAN

・ 120年以上かけて培ってきた光、伝送、無線、プロトコルにわたる通信・測定技術と製品群
・ 最先端の開発から製造、保守まで、顧客のビジネスをシームレスに支援
・グローバルな開発・販売体制で、各リージョンの顧客要求をタイムリーにサポート
・キー顧客やサプライヤとのパートナーシップにより、最先端技術をいち早く提供

自動車

自動運転

スマートデバイス モバイルネットワーク Fixedネットワーク クラウド

社会課題の解決

お客さま

アンリツ

強み

IoTデバイス・モジュールの
開発製造用ソリューション

RFから光まで
幅広い製品に対応

100G/400Gの
高速通信に対応

常に業界をリードするビット
・エラー･レート･テストで対応 テ

CPRI

LTE

Small Cell

NB-IoT

LTE-A

医療

遠隔医療

建設

遠隔制御

工場

遠隔監視

農業

生育支援

エンタメ

VR/AR
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事業領域

PQA事業は、世界の食品・医薬品産業に向けて品質検査機

器や管理制御システムなどの開発、製造、販売、保守サービ

スを提供しています。

　世界の主な市場において、多種多様なお客さまの課題や

ご要望を受け止め、迅速かつ柔軟に対応するために、事業

体制のローカライゼーションを進めています。

　食品産業では、従来からの課題である「安全・安心を約束

する品質保証 」や「生産性の向上と安定供給」に加えて、

「食品ロスの低減や脱プラスチック」など、持続可能な社会

PQA事業
アンリツが描く「はかる」未来

共に持続可能な未来へ向けて	
最も信頼される品質保証の 	
First-to-Call カンパニーになる

取締役　常務執行役員 
PQA事業グループ 
プレジデント

新美　眞澄

▪ �欧米などの大市場における強力な競合
▪ �変異株等による新型コロナウイルス感染の再拡大

▪ �生産ライン上での高速高精度な品質検査技術
▪ �多様な現場環境に検査機を適応させるエンジニアリング対応力
▪ �直接展開地域の充実した保守サービス体制と熟練技術者
▪ �国内食品検査市場における実績とトップクラスの市場地位
▪ �ローカル5Gなど他事業とのシナジーによるイノベーション
▪ �医薬品製造市場に応用可能な基盤技術の保有

▪ �欧州などの事業展開がまだ十分でない地域における市
場認知の低さ

▪ �海外医薬品市場での認知の低さ

▪ �「安全・安心」な食品に関するニーズの世界的な高まり
▪ �衛生向上を目的とした生産ラインの無人化 /省人化
▪ �家庭内消費へのシフトによる加工食品の需要拡大
▪ �人工知能やIoTなどの革新的技術の急速な発達

S W

O T

強み 弱み

機会 脅威

SWOT分析

2020年度は新型コロナウイルス対策への投資を優先し、検査機器等の設備投資を延期する動きが一部のお客さまに見られましたが、ワク
チン接種の進捗とともに正常化に向かう見込みです。コロナ後の環境変化を機会と捉え、飛躍のためのイノベーションを起こしていきます。

リモートサポート
操作の説明、トラブル/ダウンタイム
の短縮まで、Web通話で懇切丁寧
にサポートします。

リモートコントロール
自宅/事務所から検査機が遠隔操
作可能に！業務効率の改善とテレ
ワークを推進します。

品質管理・制御システム

アンリツ

テレワーク	
（自宅）

X線検査機

金属検出機

質量検査機
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FY2020 実績

214億円
営業利益率：6%

FY2021

FY2023

230 億円
営業利益率：8%

270 億円
営業利益率：10%

・お客様企業の重要課題を解消するソリューションの創造
・はかるを超える価値創造、世界各地ニーズに的確で迅速対応
・X線検査機の高度化、医療品市場拡大と業務革新で利益体質

日本

EMEAEMEA

米州

アジア



Anritsu Integrated Report 2021 39

・ 生産ライン上での高速·高精度な品質検査技術
・ 多様な食品製造環境に検査機を適応させるエンジニアリング力
・日本国内の充実した保守サービス体制と熟練した保守エンジニア
・日本国内の食品検査市場における実績とトップクラスの市場地位

社会課題
の解決

お客さま

アンリツ

強み

食品・医薬品の品質保証の高度化を通じて、
・安全で安心して暮らせる社会
・食品ロスの少ない持続可能な社会

自動電子計量機 品質管理・制御システム金属検出機 質量検査機X線検査機




